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鳥獣被害対策の取組状況等について 

令和３年７月１日 

鳥獣対策センター 

 

１ 令和２年度の鳥獣被害状況 

  ○野生鳥獣による農作物等への被害額は、令和元年度の 73 百万円に比べて 22 百万円増加し 95 百

万円であった。このうちイノシシの被害が約８割を占める。 

 

 ○クマは被害が減少した一方で、イノシシ、シカ、カラス等は被害が増加した。これは、近年の積

雪量の減少がイノシシ、シカの個体数増加を助長していること、カラス類は令和２年度の繁殖期

の天候が雛の生育に適していたことによるものと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｒ２ Ｒ１ 前年比

イノシシ 72,570 58,167 125% 水稲(66%)､梨(24%)､畦畔(9%)
県下全域で被害が発生し、県東・中部で被害
が増加。

シ　カ 5,017 3,430 146% 水稲(51%)､野菜類(34%)､梨(14%) 県東部で水稲、野菜類への被害が増加。

ク　マ 3,891 5,076 77% 梨(99%) 県東部で梨への被害が発生。

カラス 9,899 3,051 324% 梨(88%)､野菜類(10%)､柿(2%) 県東・中部で梨への被害が増加。

ヌートリア 267 166 161% 野菜類(54%)、水稲(46%) 主に県西部で野菜類への被害が増加。

アライグマ 665 0 － 梨(70%)、野菜類(30%) 県東・中部で梨、野菜類への被害が発生。

その他 2,269 3,526 64% アナグマ(58%)、タヌキ(23%)、サル(11%)

合計 94,578 73,416 129% －

被害状況
被害額（千円）

鳥獣の種類
主な被害作物

(被害額の割合）

年度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

被害総額
（百万円） 191 279 212 124 95 129 137 200 67 72 63 87 58 90 63 81 73 95

（鳥獣対策センター集計）

〈令和２年度における農作物等への被害額〉 

〈鳥獣による農作物等被害額の推移〉 
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２ イノシシ、シカの捕獲数の推移 

 ○令和２年度の捕獲数は６月 16 日時点の速報値で、イノシシは約 12,000 頭（対前年度比 92%）、シ

カは 10,000 頭以上（対前年度比 112%）となり、イノシシは過去２番目（イノシシの最多捕獲数：

R1  12,985 頭）、シカは過去最多を更新した。 

 

 ○捕獲数は増加している一方、被害額の減少には至っておらず、捕獲の一層の強化を推進していく

必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 令和３年度の鳥獣被害対策の取組状況 

○鳥獣対策センターでは、令和３年度も被害防止技術の普及、人材育成、鳥獣被害情報の収集・提

供等に取り組むとともに、侵入を防ぐ対策（侵入防止柵の導入等）、個体数を減らす対策（捕獲奨

励金等）、周辺環境整備対策（緩衝帯の整備等）を柱に支援を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 兵庫県、岡山県との連携活動 

○シカ個体数の広域的な削減を図るため、兵庫県、岡山県と連携して 10 月を捕獲強化月間に設定

し、特に県境域の奥山部（重点実施区域）のシカの捕獲を推進することとしている。 

事　業　名 主な事業内容 県予算額 事業主体 補助率

① 侵入を防ぐ対策
  ・侵入防止柵の設置等
② 個体数を減らす対策
  ・有害捕獲実施
   （捕獲班員の活動費）

市町村
農協等

県 1/3

  ・捕獲奨励金交付
   （イノシシ・シカ等）
③ 集落づくり推進支援対策
　・集落点検の実施等
〈ソフト〉
 ・捕獲機材の導入
 ・周辺環境の整備
 ・実施隊の活動費

地域協議会
国 1/2以内等
周辺環境の整備は県
1/4嵩上げ

〈ハード〉
 ・侵入防止柵の設置
 ・処理加工施設等の導入

地域協議会
（市町村等
を含む）

国 1/2以内
（自力施工は定額）

〈ソフト〉
 ・シカ有害捕獲の活動経費支給

市町村
地域協議会

定額

県推進事業 2,353 ― ―

計 267,341

（単位：千円）

鳥獣被害防止総合対策
交付金
（国事業）

185,516

市町村 県 1/2

鳥獣被害総合対策事業
（県単独事業）

79,472

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

有害捕獲 2,809 3,535 4,705 5,900 6,351 9,347 4,269 8,681 10,991 10,635

狩猟捕獲 1,918 1,510 2,268 2,441 2,020 2,623 1,314 2,346 1,994 1,384

計 4,727 5,045 6,973 8,341 8,371 11,970 5,583 11,027 12,985 12,019

有害捕獲 2,398 2,390 3,587 5,646 5,370 4,149 3,846 4,676 6,076 7,482

狩猟捕獲 2,785 1,076 1,404 822 528 951 1,034 712 659 418

指定管理 199 2,174 1,827 2,131 2,351 2,316

計 5,183 3,466 4,991 6,468 6,097 7,274 6,707 7,519 9,086 10,216

年度

イノシシ

シカ

（緑豊かな自然課集計）
※R2 年度値は、R3.6.16 日時点の速報値 
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